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運用報告書（全体版） 

エマージング・ソブリン・ 
オープン（毎月決算型） 

為替ヘッジあり 

 

 
 

第131期（決算日：2020年３月５日） 

第132期（決算日：2020年４月６日） 

第133期（決算日：2020年５月７日） 

第134期（決算日：2020年６月５日） 

第135期（決算日：2020年７月６日） 

第136期（決算日：2020年８月５日） 
 

  
信託期間を従来の2023年８月５日から2033年８月５日へ延長しました。 

 
受益者のみなさまへ 

 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、お手持ちの「エマージング・ソブリン・オー

プン（毎月決算型）為替ヘッジあり」は、去る８月５
日に第136期の決算を行いましたので、法令に基づい
て第131期～第136期の運用状況をまとめてご報告申
し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 
 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 
2033年８月５日［当初、2023年８月５日］まで（2009年
３月18日設定） 

運 用 方 針 
ファミリーファンド方式により、高水準かつ安定的なイ
ンカムゲインの確保とキャピタルゲインの獲得を目的
として、信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

エマージング・ソブリン・オープン マ
ザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

エマージング・カントリー（新興国）のソ
ブリン債券および準ソブリン債券 

運 用 方 法 

・エマージング・カントリー（新興国）のソブリン債券
および準ソブリン債券を主要投資対象とし、分散投資
を行います。 

・新興国のソブリン債券、準ソブリン債券からの高水準
かつ安定した利子収入に加え、値上がり益の獲得を目
指します。 

・外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行
い、為替変動リスクの低減をはかります。 

・マザーファンドの運用の指図に関する権限を、ウエリ
ントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー
に委託します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・マザーファンドへの投資割合は、制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・新興国単一国への実質投資割合は、取
得時において、当ファンドの純資産総
額の30％以内とします。 

・ユーロ建資産への実質投資割合は、取
得時において、当ファンドの純資産総
額の30％以内とします。 

・ソブリン債券以外への実質投資割合
は、取得時において、当ファンドの純
資産総額の35％以内とします。 

・新興国の同一企業（政府関連機関を含
む）が発行する債券への実質投資割合
は、当ファンドの純資産総額の10％以
内とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・外貨建資産への投資割合は、制限を設
けません。 

・新興国単一国への投資割合は、取得時
において、当マザーファンドの純資産
総額の30％以内とします。 

・ユーロ建資産への投資割合は、取得時
において、当マザーファンドの純資産
総額の30％以内とします。 

・ソブリン債券以外への投資割合は、取
得時において、当マザーファンドの純
資産総額の35％以内とします。 

・新興国の同一企業（政府関連機関を含
む）が発行する債券への投資割合は、
当マザーファンドの純資産総額の10％
以内とします。 

分 配 方 針 

毎月５日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益
分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。基準価額水準・市況動向等を勘
案して、利子・配当収入を中心に分配金額を決定します。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント

ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー
シニア・マネジング・ディレクター、債券ポートフォリオ・
マネジャー
ジェームズ　ヴァローン

　当作成期（過去６ヵ月）の運用で主眼においた
ポイントをご説明させていただきます。
新興国のファンダメンタルズを重視し、発行国の
信用力対比でのスプレッド（米国国債との利回り
格差）水準が割安と判断される国を中心に投資を
行いました。

【当作成期末における新興国債券市場への投資の
ポイント】

ファンダメンタルズの分析を重視し、ポート
フォリオを構築しました。
　新興国債券市場については、前例のない規模の
財政・金融政策に加え、国際機関の支援が市場の
下支えとなっていることや中長期的には割安感が
あると考えられることはプラス材料である一方、
先行きの経済回復の道筋などにはまだ不透明感が
残ります。もともとの新興国のファンダメンタル
ズは安定的であったものの、いずれの国も新型コ
ロナウイルスの感染拡大による影響を受けると見
られることから、国ごとに影響の度合いを調査し、
影響の受けやすい国を精査する方針です。

ポートフォリオの構築について
　ポートフォリオの構築に関しては、発行国の
ファンダメンタルズやスプレッド水準の評価から
組入債券を選定しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大による影響を背
景に、新興国債券市場のボラティリティが高まっ
ていることから、ファンダメンタルズを重視した
投資国の選定が重要であると考えています。
　また、市場価格が発行体のファンダメンタルズ
と比較して割安な状態になっていると思われる銘

柄に関しては機動的に組み入れる運用を行いまし
た。

主な地域別・国別の配分について
　地域別では、欧州の組入比率を引き下げた一方、
ラテンアメリカの組入比率を引き上げました。
　国別では、ファンダメンタルズが改善基調にあ
ると見ているクロアチアやハンガリーなどの一部
の欧州諸国についてはベンチマークの構成比に対
して高めの投資割合を継続しました。一方、ファ
ンダメンタルズは良好と考えられるものの、バ
リュエーション面で割高と思われるアジア諸国な
どについては、一部を除いてベンチマークの構成
比に対して低めの投資割合としています。当作成
期では、高い経済成長率や財政状況の改善を背景
としたファンダメンタルズ面を評価してパナマの
組入比率を引き上げました。一方、ファンダメン
タルズに関しては引き続き前向きに見ているもの
の、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて新興
国債券市場が大きく変動する中、相対的なバリュ
エーションなどを考慮して中国やロシアの組入比
率を引き下げました。

上記は、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・
エルエルピーの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成
したものです。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

J . P .  M o r g a n  E M B I 
G l o b a l  D i v e r s i f i e d 
(円ヘッジあり・円ベース) 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 
107期(2018年３月５日) 8,939 40 △ 1.8 20,767 △ 1.8 91.5 △3.5 27,235 
108期(2018年４月５日) 8,897 40 △ 0.0 20,840 0.4 92.2 △4.1 26,824 
109期(2018年５月７日) 8,601 40 △ 2.9 20,243 △ 2.9 95.2 △4.4 25,720 
110期(2018年６月５日) 8,573 40 0.1 20,224 △ 0.1 95.5 △4.3 25,287 
111期(2018年７月５日) 8,448 40 △ 1.0 20,033 △ 0.9 95.2 △3.5 24,468 
112期(2018年８月６日) 8,529 40 1.4 20,366 1.7 93.5 △3.9 24,435 
113期(2018年９月５日) 8,299 40 △ 2.2 19,899 △ 2.3 94.1 △4.1 23,421 
114期(2018年10月５日) 8,356 40 1.2 20,094 1.0 94.6 △4.6 23,307 
115期(2018年11月５日) 8,200 40 △ 1.4 19,875 △ 1.1 94.1 △5.0 22,540 
116期(2018年12月５日) 8,096 40 △ 0.8 19,791 △ 0.4 93.1 △5.1 21,977 
117期(2019年１月７日) 8,114 40 0.7 20,072 1.4 91.0 △5.1 21,774 
118期(2019年２月５日) 8,315 40 3.0 20,714 3.2 93.4 △6.0 22,101 
119期(2019年３月５日) 8,298 40 0.3 20,801 0.4 91.0 △6.0 21,922 
120期(2019年４月５日) 8,372 40 1.4 21,152 1.7 95.4 △6.8 21,849 
121期(2019年５月７日) 8,331 40 △ 0.0 21,163 0.1 93.2 △6.7 21,378 
122期(2019年６月５日) 8,271 40 △ 0.2 21,228 0.3 93.9 △5.7 21,111 
123期(2019年７月５日) 8,507 40 3.3 21,989 3.6 93.8 △5.0 21,623 
124期(2019年８月５日) 8,450 40 △ 0.2 21,991 0.0 94.7 △5.9 21,371 
125期(2019年９月５日) 8,490 40 0.9 22,299 1.4 94.0 △3.8 21,380 
126期(2019年10月７日) 8,362 40 △ 1.0 22,053 △ 1.1 92.3 △2.7 21,050 
127期(2019年11月５日) 8,342 40 0.2 22,031 △ 0.1 91.1 △2.7 21,081 
128期(2019年12月５日) 8,236 40 △ 0.8 21,801 △ 1.0 91.5 △2.6 20,804 
129期(2020年１月６日) 8,370 40 2.1 22,272 2.2 93.9 △3.0 20,992 
130期(2020年２月５日) 8,415 25 0.8 22,508 1.1 96.2 △3.6 20,863 
131期(2020年３月５日) 8,475 25 1.0 22,731 1.0 93.4 △4.0 20,565 
132期(2020年４月６日) 7,165 25 △15.2 19,034 △16.3 94.7 △3.0 17,179 
133期(2020年５月７日) 7,387 25 3.4 19,725 3.6 92.7 △2.8 17,615 
134期(2020年６月５日) 7,874 25 6.9 21,121 7.1 95.4 △4.7 18,648 
135期(2020年７月６日) 8,023 25 2.2 21,615 2.3 95.3 △4.7 18,902 
136期(2020年８月５日) 8,245 25 3.1 22,342 3.4 93.2 △5.2 19,232  

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） ベンチマークは、米ドル建てのJ.P. Morgan EMBI Global Diversifiedをもとに三菱ＵＦＪ国際投信が対顧客先物相場の仲値と対顧客

電信売買相場の仲値により計算したヘッジコストを考慮して算出したうえ設定時を10,000として指数化したものです。 
 なお、ベンチマークは基準日前営業日の同インデックスの指数値を、為替は基準日の三菱ＵＦＪ銀行の対顧客先物相場の仲値と対顧客

電信売買相場の仲値を、それぞれ用いて計算しています。 
 情報は、信頼性があると信じられる情報源から取得したものですが、J.P. Morganはその完全性・正確性を保証するものではありません。
 本指数は許諾を受けて使用しています。J.P. Morganからの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められ

ていません。Copyright 2015, J.P. Morgan Chase & Co. All rights reserved. 
（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。    
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

J . P .  M o r g a n  E M B I 
G l o b a l  D i v e r s i f i e d 
(円ヘッジあり・円ベース) 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第131期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年２月５日 8,415 － 22,508 － 96.2 △3.6 

２月末 8,397 △ 0.2 22,401 △ 0.5 93.1 △4.2 

(期  末)       

2020年３月５日 8,500 1.0 22,731 1.0 93.4 △4.0 

第132期 

(期  首)       

2020年３月５日 8,475 － 22,731 － 93.4 △4.0 

３月末 7,162 △15.5 18,954 △16.6 93.8 △3.2 

(期  末)       

2020年４月６日 7,190 △15.2 19,034 △16.3 94.7 △3.0 

第133期 

(期  首)       

2020年４月６日 7,165 － 19,034 － 94.7 △3.0 

４月末 7,280 1.6 19,357 1.7 92.2 △3.0 

(期  末)       

2020年５月７日 7,412 3.4 19,725 3.6 92.7 △2.8 

第134期 

(期  首)       

2020年５月７日 7,387 － 19,725 － 92.7 △2.8 

５月末 7,756 5.0 20,756 5.2 93.8 △3.6 

(期  末)       

2020年６月５日 7,899 6.9 21,121 7.1 95.4 △4.7 

第135期 

(期  首)       

2020年６月５日 7,874 － 21,121 － 95.4 △4.7 

６月末 7,966 1.2 21,416 1.4 94.5 △4.7 

(期  末)       

2020年７月６日 8,048 2.2 21,615 2.3 95.3 △4.7 

第136期 

(期  首)       

2020年７月６日 8,023 － 21,615 － 95.3 △4.7 

７月末 8,209 2.3 22,150 2.5 91.6 △5.3 

(期  末)       

2020年８月５日 8,270 3.1 22,342 3.4 93.2 △5.2 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第131期～第136期：2020年２月６日～2020年８月５日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

6,000

7,000

8,000

9,000

（百万円）

0

30,000

60,000

90,000

2020/２/５ 2020/４/６ 2020/６/５ 2020/８/４

ベンチマーク：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第131期首 8,415円
第136期末 8,245円
既払分配金 150円
騰 落 率 －0.1％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

基準価額は当作成期首に比べ0.1％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－0.7％）を
0.6％上回りました。

ベンチマークとの差異

基準価額の主な変動要因

新興国債券市況が下落したことが基準価額の下落要因となりまし
た。
為替ヘッジのためのコストなどが基準価額の下落要因となりまし
た。

下落要因

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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第131期～第136期：2020年２月６日～2020年８月５日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

エマージング・ソブリン・オープン
（毎月決算型）為替ヘッジあり
エマージング・ソブリン・オープン　マ
ザーファンド受益証券の組入比率を高位
に保ち、実質的な運用はマザーファンド
で行いました。また、実質外貨建資産に
ついては為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減を図りました。

エマージング・ソブリン・オープン　
マザーファンド
エマージング・カントリーのソブリン債
券および準ソブリン債券を主要投資対象
としています。エマージング・カント
リーが発行する米ドル建のソブリン債券
を中心に投資を行い、一部ユーロ建の債
券に投資を行いました。
国別では、ファンダメンタルズが改善基
調にあると見ているクロアチアやハンガ
リーなどの一部の欧州諸国についてはベ
ンチマークの構成比に対して高めの投資

割合を継続しました。また、高い経済成
長率や財政状況の改善を背景としたファ
ンダメンタルズ面を評価してパナマの組
入比率を引き上げました。一方、ファン
ダメンタルズに関しては引き続き前向き
に見ているものの、新型コロナウイルス
の感染拡大を受けて新興国債券市場が大
きく変動する中、相対的なバリュエー
ションなどを考慮して中国やロシアの組
入比率を引き下げました。
デュレーションは、ベンチマークに対し
てやや短めとしました。

※デュレーションとは、「金利変動に対する債券価
格の変動性」を示すもので、債券はデュレーショ
ンが大きいほど、金利変動に対する価格の変動が
大きくなる傾向があります。

外貨の組入比率を高水準に保ち、米ドル
建資産については対円での為替ヘッジは
行いませんでした。ユーロ建債券への一
部の投資については、実質米ドル建の投
資となるように為替取引を行いました。

新興国債券市況
新興国債券市況は下落しました。
当作成期は、2020年２月末頃から３月下
旬にかけて新型コロナウイルスの感染拡
大とそれに伴う経済活動の抑制を背景に
市場参加者のリスク回避姿勢が強まり、
新興国債券市況は大幅に下落しました。

その後、多くの国で大規模な財政・金融
政策面での景気刺激策が実施されたこと
や経済活動再開による景気回復への期待
の高まりなどを受けて新興国債券市況は
反発したものの、当作成期を通じて見る
と、新興国債券市況は下落となりました。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

第131期～第136期：2020/２/６～2020/８/５

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算しています。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
基準価額は当作成期首に比べ、0.1％（分配金再投資ベース）の下落となり、ベンチマーク
の騰落率（－0.7％）を0.6％上回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等の運用上の費用を計上したことなどがマイナスに影響したものの、ベンチマーク
に対してアウトパフォームしました。

マザーファンド保有による要因
フィリピンをベンチマークに対して低めの投資割合としていたことなどがマイナスに作用し
たものの、レバノンをベンチマークに対して低めの投資割合としていたことや新興国債券市
場が大きく下落した場面で相対的に下落幅の小さかった中国などを一時的にベンチマークに
対して高めの投資割合としていたことなどがプラスに寄与し、ベンチマークに対してアウト
パフォームしました。

（％）

－20.0

－15.0

－10.0

－5.0

0.0

5.0

10.0

第131期
2020/２/５ ～
2020/３/５

第132期
2020/３/５ ～
2020/４/６

第133期
2020/４/６ ～
2020/５/７

第134期
2020/５/７ ～
2020/６/５

第135期
2020/６/５ ～
2020/７/６

第136期
2020/７/６ ～
2020/８/５

ファンド
ベンチマーク

基準価額（ベビーファンド）とベンチマークの対比（騰落率）
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準・市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第131期

2020年２月６日～
2020年３月５日

第132期
2020年３月６日～
2020年４月６日

第133期
2020年４月７日～
2020年５月７日

第134期
2020年５月８日～
2020年６月５日

第135期
2020年６月６日～
2020年７月６日

第136期
2020年７月７日～
2020年８月５日

当期分配金
（対基準価額比率）

25
（0.294％）

25
（0.348％）

25
（0.337％）

25
（0.316％）

25
（0.311％）

25
（0.302％）

当期の収益 25 24 25 25 25 25

当期の収益以外 － 0 － － － －

翌期繰越分配対象額 294 294 303 305 312 318

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

エマージング・ソブリン・オープン
（毎月決算型）為替ヘッジあり
エマージング・ソブリン・オープン　マ
ザーファンド受益証券を高位に組み入れ、
マザーファンドを通じて運用を行ってい
く方針です。また、実質外貨建資産につ
いては、原則として為替ヘッジを行い、
為替変動リスクの低減を図る方針です。

エマージング・ソブリン・オープン　
マザーファンド
新興国のソブリン債券および準ソブリン
債券を主要投資対象とし、ファンダメン
タルズ分析・信用リスク分析に基づく分
散投資を基本とし、運用を行う方針です。
新興国債券市場では、新型コロナウイル
スの感染拡大の経済への影響などに注意
が必要と考えています。そのため、リス
クを管理し、ファンダメンタルズを重視
した運用に臨みます。世界経済や市場の
不安定性に抵抗力を有する国を中心に配
分するとともに、市場価格が発行体の
ファンダメンタルズからカイ離し、割安
であると判断し得る債券に対する投資機
会を探る方針です。
国別資産配分については、ファンダメン
タルズが改善基調にあると見ているクロ
アチアやハンガリーなどの一部の欧州諸
国やファンダメンタルズが良好なパナマ

等の一部のラテンアメリカ諸国への配分
を重視する方針です。一方、ファンダメ
ンタルズは良好と見ているものの、バ
リュエーション面で割高感のある中国な
どのアジア諸国に関しては、一部を除い
てベンチマークの構成比に対して低めの
投資割合とする方針です。
当面、デュレーションは、ベンチマーク
に対してやや短めとする方針です。
為替取引等について、原則として対円で
の為替ヘッジは行わない方針です。ただ
し、ユーロ建資産の一部について実質的
に米ドル建となるように行っている為替
取引のポジション（持ち高）は、当面維
持する予定です。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

2020年２月６日～2020年８月５日

１万口当たりの費用明細

項目
第131期～第136期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 67 0.861 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (39) (0.494) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (26) (0.329) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.038) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 0 0.000 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(先物・オプション) (0) (0.000)

(ｃ)そ の 他 費 用 1 0.012 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.008) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.002) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 68 0.873

作成期中の平均基準価額は、7,814円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

― 10 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_830637.indd   1003_コメント-費用-TER_10pt_830637.indd   10 2020/09/17   9:25:472020/09/17   9:25:47



5

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.75％です。

総経費率
1.75％ 運用管理費用（投信会社）

0.99％
運用管理費用（販売会社）

0.66％

運用管理費用（受託会社）
0.08％

その他費用
0.02％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○売買及び取引の状況 (2020年２月６日～2020年８月５日) 

 

銘 柄 
第131期～第136期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
エマージング・ソブリン・オープン マザーファンド 408,804 1,467,644 788,721 2,774,238 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2020年２月６日～2020年８月５日) 

 

＜エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 

第131期～第136期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 76,660 32,723 42.7 75,386 31,826 42.2 

 
 
 

＜エマージング・ソブリン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 

第131期～第136期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 22,303 1,693 7.6 28,599 1,689 5.9 

平均保有割合 31.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○組入資産の明細 (2020年８月５日現在) 

 

銘 柄 
第130期末 第136期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

エマージング・ソブリン・オープン マザーファンド 5,424,409 5,044,491 18,871,444 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年８月５日現在) 

項 目 
第136期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

エマージング・ソブリン・オープン マザーファンド 18,871,444 97.6 

コール・ローン等、その他 463,046 2.4 

投資信託財産総額 19,334,490 100.0 
 

（注） エマージング・ソブリン・オープン マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（59,332,207千円）の投資信託財産総
額（60,156,293千円）に対する比率は98.6％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算
レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝105.61円 １ユーロ＝124.68円   

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第131期末 第132期末 第133期末 第134期末 第135期末 第136期末 

2020年３月５日現在 2020年４月６日現在 2020年５月７日現在 2020年６月５日現在 2020年７月６日現在 2020年８月５日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 40,295,127,709   33,917,773,977   34,390,225,033   36,980,303,270   37,306,431,567   37,799,433,560   

 コール・ローン等 277,789,259   695,075,007   407,385,892   167,465,581   393,642,361   220,395,035   

 エマージング・ソブリン・オープン マザーファンド(評価額) 20,082,677,396   17,034,196,592   17,153,563,864   18,579,255,937   18,671,252,666   18,871,444,527   

 未収入金 19,934,661,054   16,188,502,378   16,829,275,013   18,233,581,752   18,241,536,540   18,707,593,998   

 未収利息 －   －   264   －   －   －   

(B) 負債 19,729,405,825   16,738,324,312   16,774,763,654   18,331,421,608   18,404,293,071   18,567,044,044   

 未払金 19,566,700,320   16,648,305,490   16,656,785,000   18,222,643,000   18,285,256,000   18,467,250,000   

 未払収益分配金 60,662,812   59,941,387   59,612,547   59,207,768   58,900,457   58,317,124   

 未払解約金 73,544,370   2,687,535   32,725,503   24,681,535   32,479,048   14,453,751   

 未払信託報酬 28,425,636   27,319,871   25,575,452   24,825,755   27,586,855   26,954,345   

 未払利息 275   433   －   310   439   161   

 その他未払費用 72,412   69,596   65,152   63,240   70,272   68,663   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 20,565,721,884   17,179,449,665   17,615,461,379   18,648,881,662   18,902,138,496   19,232,389,516   

 元本 24,265,125,049   23,976,554,896   23,845,019,117   23,683,107,237   23,560,183,066   23,326,849,692   

 次期繰越損益金 △ 3,699,403,165   △ 6,797,105,231   △ 6,229,557,738   △ 5,034,225,575   △ 4,658,044,570   △ 4,094,460,176   

(D) 受益権総口数 24,265,125,049口 23,976,554,896口 23,845,019,117口 23,683,107,237口 23,560,183,066口 23,326,849,692口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,475円 7,165円 7,387円 7,874円 8,023円 8,245円 
    

親投資信託残高 
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エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○損益の状況 

項 目 
第131期 第132期 第133期 第134期 第135期 第136期 

2020年２月６日～ 
2020年３月５日 

2020年３月６日～ 
2020年４月６日 

2020年４月７日～ 
2020年５月７日 

2020年５月８日～ 
2020年６月５日 

2020年６月６日～ 
2020年７月６日 

2020年７月７日～ 
2020年８月５日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △        4,278   △       17,857   △       19,340   △       11,734   △       11,288   △        7,241   

 受取利息 －   1,138   264   64   863   105   

 支払利息 △        4,278   △       18,995   △       19,604   △       11,798   △       12,151   △        7,346   

(B) 有価証券売買損益 235,951,477   △3,051,423,544   615,172,056   1,236,476,135   436,236,543   601,870,904   

 売買益 466,862,913   1,034,781,191   818,547,961   1,807,920,648   501,626,997   606,817,452   

 売買損 △  230,911,436   △4,086,204,735   △  203,375,905   △  571,444,513   △   65,390,454   △    4,946,548   

(C) 信託報酬等 △   28,498,048   △   27,389,467   △   25,640,604   △   24,888,995   △   27,657,127   △   27,028,948   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 207,449,151   △3,078,830,868   589,512,112   1,211,575,406   408,568,128   574,834,715   

(E) 前期繰越損益金 △2,126,542,859   △1,951,731,249   △5,053,620,402   △4,483,489,429   △3,302,392,188   △2,912,708,013   

(F) 追加信託差損益金 △1,719,646,645   △1,706,601,727   △1,705,836,901   △1,703,103,784   △1,705,320,053   △1,698,269,754   

 (配当等相当額) (    693,092,365)  (    684,990,503)  (    681,344,237)  (    676,856,564)  (    673,549,716)  (    667,181,343)  

 (売買損益相当額) (△2,412,739,010)  (△2,391,592,230)  (△2,387,181,138)  (△2,379,960,348)  (△2,378,869,769)  (△2,365,451,097)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,638,740,353   △6,737,163,844   △6,169,945,191   △4,975,017,807   △4,599,144,113   △4,036,143,052   

(H) 収益分配金 △   60,662,812   △   59,941,387   △   59,612,547   △   59,207,768   △   58,900,457   △   58,317,124   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,699,403,165   △6,797,105,231   △6,229,557,738   △5,034,225,575   △4,658,044,570   △4,094,460,176   

 追加信託差損益金 △1,719,646,645   △1,706,601,727   △1,705,836,901   △1,703,103,784   △1,705,320,053   △1,698,269,754   

 (配当等相当額) (    693,187,737)  (    685,064,902)  (    681,393,905)  (    676,904,214)  (    673,634,580)  (    667,269,161)  

 (売買損益相当額) (△2,412,834,382)  (△2,391,666,629)  (△2,387,230,806)  (△2,380,007,998)  (△2,378,954,633)  (△2,365,538,915)  

 分配準備積立金 22,083,746   21,500,071   42,850,309   46,810,806   61,925,577   76,607,743   

 繰越損益金 △2,001,840,266   △5,112,003,575   △4,566,571,146   △3,377,932,597   △3,014,650,094   △2,472,798,165   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 24,793,555,992円 

作成期中追加設定元本額 388,359,558円 

作成期中一部解約元本額 1,855,065,858円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.8245円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は4,094,460,176円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2020年２月６日～ 
2020年３月５日 

2020年３月６日～ 
2020年４月６日 

2020年４月７日～ 
2020年５月７日 

2020年５月８日～ 
2020年６月５日 

2020年６月６日～ 
2020年７月６日 

2020年７月７日～ 
2020年８月５日 

費用控除後の配当等収益額 69,783,592円 59,344,383円 81,056,622円 63,468,541円 74,282,596円 73,422,866円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 693,187,737円 685,064,902円 681,393,905円 676,904,214円 673,634,580円 667,269,161円 

分配準備積立金額 12,962,966円 22,097,075円 21,406,234円 42,550,033円 46,543,438円 61,502,001円 

当ファンドの分配対象収益額 775,934,295円 766,506,360円 783,856,761円 782,922,788円 794,460,614円 802,194,028円 

１万口当たり収益分配対象額 319円 319円 328円 330円 337円 343円 

１万口当たり分配金額 25円 25円 25円 25円 25円 25円 

収益分配金金額 60,662,812円 59,941,387円 59,612,547円 59,207,768円 58,900,457円 58,317,124円 

④「エマージング・ソブリン・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費

用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の55以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支

弁しております。  



品 名：04_90003_143107_136_02_エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり_830637.docx 

日 時：2020/9/17 9:26:00 

ページ：15 
 

― 15 ― 

エマージング・ソブリン・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○分配金のお知らせ  

 第131期 第132期 第133期 第134期 第135期 第136期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

信託期間を従来の2023年８月５日から2033年８月５日へ延長し、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2020年５月２日） 
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